
バクテリアを濾過する．!

現在では，メンブランフィルターを用いる．�

ウイルス発見�
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1）蛋白質変性剤で感染性がなくなった．!

2）蛋白質分解酵素で感染性がなくなった．!

3）TMVに対する抗血清が得られた．�

TMVが蛋白質であるという知見�
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クロムによる影付け法�

ギ酸ウランによる陰性染色法�

TMV粒子の!
電子顕微鏡写真�
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ファージ吸着の様子� 感染ファージの放出� ファージDNAの頭部からの放出�

感染ファージとDNAの放出�
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The long tail fibers (gp34, gp35, gp36, gp37) and �
the short tail fibers (gp12) are shown in magenta.�

T4ファージの構造とその遺伝子� (Eiserling, 1983)!



T4ファージの形成過程�


